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原
始
時
代
に
関
し
て
は
、
生
活
の
主
用
具
た
る
石
器
や
土
器
、
住
居
址
な
ど
に
よ
り
当
時
の
人
間
生
活
の
一
端
を
知
り
、
そ
の
末

期
（
弥
生
時
代
）
に
は
農
耕
生
活
殊
に
稲
作
の
開
始
を
み
て
、
現
代
農
耕
の
始
原
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
代
に
続
く
古
代
、

即
ち
古
墳
時
代
に
入
る
訳
で
あ
る
が
、
今
、
机
上
に
置
賜
全
域
の
歴
史
に
関
す
る
文
献
を
並
べ
て
開
い
て
み
る
と
き
、
古
代
史
の
内

容
は
ほ
と
ん
ど
同
一
に
等
し
く
特
色
が
な
い
。
独
り
『
高
畠
町
史
』 

 
 

 
 

の
み
が
豊
富
な
資
料
を
十
分
生
か
し
、
紙
数
を
た

っ
ぷ
り
と
っ
て
い
る
の
が
光
っ
て
い
る
。 

こ
れ
か
ら
書
こ
う
と
し
て
い
る
白
鷹
町
史
の
「
古
代
の
章
」
は
、
他
の
市
町
村
史
で
見
飽
き
た
内
容
で
あ
り
、
全
く
資
料
は
貧
弱

で
あ
る
。
し
か
し
、
高
畠
地
方
の
古
代
文
化
の
繁
栄
は
、
同
じ
置
賜
盆
地
の
我
が
町
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
の
文
化
が
あ
っ
た
こ

と
を
想
像
さ
せ
る
。
こ
れ
と
は
っ
き
り
わ
か
る
遺
物
が
な
い
以
上
推
定
の
域
を
出
な
い
こ
と
に
な
る
が･

･
･
･
･
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